
全国報徳サミット
第 19回

秦野市大会

【開催日時】
　平成２５年１０月１９日（土）

午前9時 00 分～（午前 8時 30 分開場）

【会場】　秦野市文化会館

◆入場無料◆
主催：第19回全国報徳サミット秦野市大会実行委員会
共催：全国報徳研究市町村協議会、秦野市、秦野市教育委員会
後援：文部科学省、神奈川県、神奈川県教育委員会

ふるさとから学ぶ「活気あふれるまちづくり・ひとづくり」



８：３０　　開場

９：００　　開演（オープニングイベント）

　　　　　【丹沢アルプホルンクラブ/秦野観光和太鼓】　　

９：１５　　開会行事

９：３５　　基調講演

　　　　　　講師：中桐万里子氏　※二宮尊徳７代目子孫

　　　　　　　　（関西学院大学講師、国際二宮尊徳思想学会常務理事）

　　　　　　演題：豊かなひとづくり　～二宮金次郎にみる知恵～

１０：１５　休憩

１０：３０　小学生による報徳学習発表（秦野市立南小学校）

１０：５０　秦野市合唱連盟による合唱　　　　　　　　

１１：１０　参加首長による報徳のまちづくりパネルディスカッション

１２：１５　大会宣言決議・閉会行事　　　　　　　

１２：３０　閉会

全国報徳サミット秦野市大会
平成25年10月19日（土）

●問い合わせ●

第19回全国報徳サミット秦野市大会実行委員会
〒257-8501　神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
秦野市教育委員会生涯学習課
TEL　0463(84)2792　/　FAX　0463(83)4681
E-mail  s-gakusyu@city.hadano.kanagawa.jp

主　催　　第19回全国報徳サミット秦野市大会実行委員会

共　催　　全国報徳研究市町村協議会、秦野市、秦野市教育委員会

後　援　　文部科学省、神奈川県、神奈川県教育委員会

期　日　　平成25年10月18日(金)～19日(土)

　　　　　※ 18日は全国報徳研究市町村協議会総会（市町村関係者）

会　場　　秦野市文化会館

大会日程

大会運営

　　　　今日の日本は、さまざま

　　　な社会問題を抱えていま

　　　す。このような状況におい

　　　て、江戸時代に多くの疲弊

した農村を救済した二宮尊徳の

教え「至誠」「勤労」「分度」「推譲」

の報徳仕法をはじめ、私たちが生

まれ育ったふるさとで脈々と引き

継がれている先人の英知から学

ぶことは、未来を担う者たちが希

望を持ちつつ、活気あふれるまち

づくり・ひとづくりをしていく活力

へとつながります。

　そこで、二宮尊徳ゆかりの市町

村が一堂に集い、報徳仕法の検証

を通して、これからのまちづくり・

ひとづくりについて学び合うため、

第１９回全国報徳サミット秦野市大

会を開催するものです。

開催趣旨

参加予定市町村　【二宮尊徳ゆかりの地　市町村】

　平成25年度全国報徳研究市町村協議会加盟18市町村

　　北海道 ： 豊頃町

　　福島県 ： 相馬市、南相馬市、大熊町、浪江町、飯舘村

　　茨城県 ： 筑西市、桜川市

　　栃木県 ： 日光市、真岡市、那須烏山市、茂木町

　　神奈川県 ： 小田原市、秦野市、開成町

　　静岡県 ： 掛川市、御殿場市

　　三重県 ： 大台町

　全国報徳研究市町村協議会で

は、福島県相馬・双葉地方の子ど

もたちの健全な育成のために、支

援金を受け付けております。詳しく

は実行委員会まで

お問い合わせく

ださい。皆様か

らの温かい御支

援をお待ちして

おります。

小田急線秦野駅から[秦08]桜土手経由渋沢駅北口行き
もしくは　[秦10]日立製作所行きで約15分、

「文化会館前」下車
または
小田急線渋沢駅から[秦08]桜土手経由秦野駅行きで
約10分、「文化会館前」下車

アクセスマップ
電車で・・・

車で・・・ 東名高速道路　秦野中井ICから約15分（約5km）
秦野市文化会館
〒257-0015　神奈川県秦野市平沢82　/　TEL　0463-81-1211

参加者　 上記の市町村長、市町村議会議長、同関係者、各種団体会員、

　　　　 一般市民等   約1,400人
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※この事業は（公財）地域社会振興財団の交付及び（一財）地域活性化センターの後援を受け、長寿社会づくりソフト事業
　として実施しています。


